
以下の設問[11～ [4]に答えよ.

[11各辺の長さが2α ,2ら ,26である直方体の岡]体について,主慣性モーメントを求めよ.た

だし,剛体の密度は一様であり,質量はν とする.

121半径αの一様密度の円板を中心からた(く α)の距離にある弦を水平軸として微小振動

させる.円板の質量をν ,重力加速度をgとする.また,水平軸に関する円板の慣性モ

ーメントをfと する.

(1)振動の周期をν,g,た ,7を用いて表せ.

(2)/を計算し,周期を最小にするんを求めよ.

[3]水平面と角θをなす粗い斜面がある.こ の斜面を回転しながら転がる円板の運動を考

える.円板の半径はαで質量はν , また;回転軸に関する慣性モーメントをノとし,斜面

と円板の間の静止摩擦係数をμ]動摩擦係数をμ
′,重力加速度をgとする.

(1)円板が滑らずに斜面を転がる場合,円板に働く摩擦力をFと して輌)円板の運動方程式

(重心運動と回転運動)と (il)円板が滑らないときに成り立つ式を示せ、

(2)(1)の方程式を解いて,円板の重心運動の加速度を求めよ.また,斜面と円板の間に働

く摩擦力を求め, 滑らず|こ転がる条イ牛をθ,μ を用いて表せ.I=彰昇
を用いて良い.

(3)円板が滑りながら転がるとき,円板の重心運動の加速度を求めよ.

[4]岡」体の回転運動を考え,剛体に固定した座標系として慣性主軸をとる.岡」体の主慣性

モーメントをrl,12'I_Rと して/3>f2>flと する.剛体に働く力のモーメントがゼ回のとき,

Euler方程式は次式で与えられる.
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ここでωl,ω2'ω3はそれぞれの慣性主軸の周りの回転の角速度である.

(1)夕 1lω子+ちωζ+f3ωζ)が時間によらず―テ超であることを示し, 物チ里的な意
「味を述べよ.

(2)lω ll≫ lω211ωJの とき,こ のEuler方程式の近似解を求めよ.

(3)lω21≫ lωl1lω31の とき:このEuler方程式の近似解を求め,(2)と の違いを述べよ,

以上


